謝辞 : 2007年度春季合宿調査(タイ王国)への協力者のみなさんへ by 内田 弘
－ 2 － 
謝  辞 
― 2007 年度春季合宿調査(タイ王国)への協力者のみなさんへ ― 
 
専修大学社会科学研究所所長 内田  弘 
 
本研究所の恒例の春季合宿調査は、2007 年度にはタイ王国(Kingdom of Thailand)でおこなうこ











3 月 17 日の午前中に訪問した「ニッサン・タイランド」の Senior Vice President の末松謙氏、
General Manager の張替毅一氏、General Manager の Shigeki Okimoto 氏、General Manager の Teruji 
Murakoshi 氏に感謝申し上げる。自動車生産のアジア現地への定着の現場を、感動をもって拝
見した。 
同日午後訪問した「タイ日工業大学」の学長の Krisada Visavateeranon 氏、Dean, Faculty of 
Business Administration の Rungsun Lertnalsat 氏、その他の方々に、日本とタイの研究と教育に
おける協力関係の重要性を教えられた。今後の大きな課題を知った。深く感謝する。 
3 月 18 日の午前中は「タイ中央銀行」を訪問した。1997 年のタイ金融危機とその後のタイ経
済の発展に関するミニ・シンポジウムを行うことが主な目的であった。シンポのまえに、タイ
中央銀行総裁の Ms. Tarisa Watanagase は私たち訪問者一同と記念写真を取る機会を設けてくだ
さった。シンポジウムの冒頭で Ms. Watanagase は威厳ある表情で力のこもった挨拶をされた。
シンポジウムでは、Dr. Don Nakornthab が、事前に本研究所に送ってくださった報告を基本に、
詳細な報告を展開した。予定コメンテイターの大倉正典所員が内在的で鋭いコメントと質問を
おこない、さらに平尾光司所員と稲田十一所員が示唆に富む質問をおこなった。このタイ訪問




3 月 18 日の午後は「いすずタイランド」を訪問した。Director の井上重久氏、Senior General 
Manager の鏡勉氏、Senior Managing Staff の島根正和氏には、自動車の現地生産に関する有益な
知識と情報を的確にお教えいただいた。お礼申し上げる。 









3 月 5 日(火)には、タイ王国大使館経済財政部所属の公使参事官の Ms. Ketsuda Supradit に、
タイ経済万般にわたって報告をいただいた。そのさい通訳は本学経済学部(国際経済学科)の飯
島健子氏に担当していただいた。お二人に改めてお礼申し上げる。なお、Ms. Supradit のほか、




尾島礼子氏にお世話いただいた。両氏は、3 月 5 日の研究会の会場で研究会の前に、詳細に旅






最後に、この視察に参加した(私の除く)21 名の方々は、日本の 3 月中旬とは全く異なる気候
風土のタイに赴き、大病を患うことなく、大きな事故に遭遇することもなく、積極的に視察に
参加し、視察全体が滞りなく進むように協力してくださった。特に村上俊介事務局長には視察
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が快適に進むように細やかに対応していただいた。参加者の方々から本誌に精魂込めた貴重な
報告を寄稿していただいた。タイ視察参加者、寄稿者のみなさんに、深く感謝申し上げる。 
（以上） 
